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1.	はじめに

都市国家であるシンガポールを市民にとってより安全で
安心な国にするため、同国政府の立案担当者が最初に先進
技術の活用計画を考案したのは2012年のことです。シンガ
ポールの置かれている環境は諸外国の政策立案者から羨望
を集めていました。

インフラが整い、効率的で高度に都市化された人口540
万人のこの国家では、地上センサやカメラが配備されてお
り、意志決定者は随時提供されるタイムリーな情報を利用
できる環境にありました。また、ソーシャルメディアを広く利
用することで、市民は最新のニュースにアクセスでき、そして
ときには積極的に情報発信者となったり、またときには周囲
で起きている事象の目撃者にもなりえるのです。

都市の安全をサポートするシステムの活用により、警察は
規則に沿わない行動を示す群衆などに迅速に対応すること
ができました。また、人々の混雑によって避難が困難にな
るなど、危険発生リスクがある場所を、緊急事態サービスを
使って検出することが可能です。また、5つの地点で水位の
ライブ監視を行うことで洪水の検知をより容易にしました。

このような状況下にあり、しかもその名高い先進性にもか
かわらず、シンガポールは他の都市同様に多くの問題にも直

面していました。例えば重要な問題の1つには、スムーズな
車両交通の保証、法と秩序の維持、緊急事態の管理など、
日々の都市管理活動を効果的に保ちながら、限られた人員
を効率的に活用することが挙げられます。

経済発展のペースが上がるとともに、迅速で効率的なサー
ビスへの期待も高まりました。例えば市民が事故現場にい
た場合、緊急事態に対応する要員は短時間で現場に駆けつ
け、救援活動または公共秩序の確保を行うことが期待され
ていました。

2.	包括的プロジェクト

2012年、シンガポール政府は上記の要因を念頭に置き、
将来の包括的なセーフシティプロジェクトを構想しました。
シンガポールの立案担当者は、目的を実行するためには、こ
れまでも積極的に新たな方策を採用してきましたが、この方
針は「より安全なセーフシティの開発」においても変わるこ
とはありませんでした。担当者らは、このプロジェクトを3
～4年掛けて複数のフェーズで実行し、最終的にマーケット
に最適なソリューションにするという計画を立てました。

2013年1月、1年間のパイロットプロジェクトを開始す
るため、シンガポール政府は「Singapore Safe City Test 

2013年1月、シンガポール政府は企業に対して「Singapore Safe City Test Bed」への参加を要請しました。この実証実験では、選出された参加企業に加えて多数の政府機
関も参加し、急速に発展する都市の状況をより的確に判断するうえで必要となる、タイムリーで正確な状況理解を促進するためのソリューションが実証されました。NEC Asia 
Pacificが主導するコンソーシアムは、このソリューションを開発するために選定された4つのコンソーシアムのうちの1つです。NECの「Multi AGencies, 1 Concert（MAG1C）」

（マジック）が採用している大規模メディア解析プラットフォームは、センサアレイ及び地理空間・サイバー空間からの情報を独自の方法で融合したセンスメイキングにより、コ
ンソーシアムに参加したパートナー企業の解析エンジンなどを活用しながら、シンガポール政府が目標とした革新的なセーフシティソリューションの実証をサポートしました。
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Bed」を発表しました。この実証実験プロジェクトは、特
別に 編 成されたSSIPO（Safety and Security Industry 
Programme Office）、及び警察、民間防衛組織、環境水資
源省、陸上輸送・国土安全保障機関などの参加により、広
範囲な安全性及び安心に関する問題に対応しようというも
のです。

その目標は明確でした。速いスピードで状態が変化して
いくさまざまな事象にこれまで以上に適切に対応するために
は、警察が状況をより的確に把握する必要があります。例え
ば多くの民衆が集うイベントなどで火災が発生した場合には
タイムリーに現場情報を把握することで、より迅速な避難誘
導を可能にします。防衛における危機への対応を整備する
チームにおいては、グローバルレベルでより的確な状況把握
を可能とすることで、より的確な意思決定が可能となります。

シンガポールでは既にカメラシステムと各種センサが配
備され、それらから収集されたデータは政府省庁にフィード
バックされていましたが、新たなセンサ技術や迅速な決断を
可能にするメディア解析技術を用いた革新的なシステムは、
更に多くの事態への対応を可能とし、意志決定者は状況をよ
り正しく理解し、的確で迅速な決断を行うことができます。

この鍵を握るのは、あらゆるデータを1つに統合し、それ
らの情報を意味あるものとすることです。危機発生の際に
は、意志決定者は大画面に映し出される情報から全体像を
把握し、カメラやセンサから提供されている情報を理解しな
ければなりません。

SSIPOは、先進技術を実証する場所として4つの地域を
選定しました。NEC Asia Pacificが主導するコンソーシアム
ではその1つにおける実証実験の案件を2013年5月に落札
し、内務省と経済開発庁によるSingapore Safe City Test 
Bedの開発を推進してきました。

NECは、セーフシティソリューションの開発経験に基づ
き、世界中の市場で立証されたテクノロジーをシンガポール
に提供しています。

3.	先進的な実証実験

SSIPOプロジェクトは極めて複雑で先進的なプロジェク
トです。弊社のチームでは、シンガポール政府が計画してき
たこの画期的な実証実験に参加するため、事前に十分な準
備を行ってきました。

パトロール中の警官がいち早く警告を受信し、近くで起き

ている攻撃や喧嘩などの騒動に対して素早く対応できるよ
う、警察は事件や事故の発生を容易に検知できることを望
んでいました。シンガポール政府は、カメラ監視によって交
通状況を把握し、交通事故や不定期に発生する交通渋滞に
対して迅速に対応することも求めていました。また、道路の
清掃維持を担当する環境当局は、ごみの投棄を検知する監
視システムを必要としていました。どの場所がどの程度清潔
であるかを示す監視システムを導入すれば、清掃員をより効
率的に配備することも可能となります。国家の保安サービス
という側面では、弊社のセーフシティシステムを使って、駅な
どでの挙動不審者の検出も求められました。

更に重要なことは、警官が事件・事故を管理しやすいよ
うに、センサとカメラの情報が総合的に提供されなければ
ならないことです。これにより、指揮を統括する職員は利用
可能な情報を活用し、事件・事故などから連鎖的に起こる
事象を正確に把握し、現場の警官により効率的に指示を与
えることができるようになります。

4.	マルチサイドプラットフォーム戦略

弊社のチームでは、2つ以上のパートナー（情報の生産者
と情報の消費者）がセンスメイキングを実施できるよう、マ
ルチサイドプラットフォーム戦略を採用しました。大規模メ
ディア解析プラットフォーム（本特集号「｢MAG1C｣ におけ
る大規模メディア解析及び共有デジタルサイネージ機能」参
照）は多数のセンサ（映像、音響、匂い）信号を入力、分析
し、地理空間警報を発します（図1）。これにより、全体の
状況を各省庁が適切に把握できるようになります。

 

5.	適切なテクノロジーの利用

シームレスなセーフシティソリューションを実現する基礎

図1　大規模メディア解析プラットフォーム
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的要素として、さまざまな要素技術がこのプラットフォームに
は必要となります。弊社はそれらの要素技術を日本、欧州、
シンガポールの自社研究所及び ESRI Singapore、FORCE 
21、G element、Greenfossil、iOmniscient、Oracle、
ZWEEC Analytics各社で構成されたコンソーシアム参加
企業などとともに提供しました（表）。

このプラットフォームには、対象となる事象を把握するた
め、音響・映像・匂いを検知する物理的センサと、ソーシャ
ルメディアの情報を見るためのオンラインセンサなど、多数
のセンサが使われています。なかでも半球形カメラ（ヘムカ
ム）は、通常の広角魚眼レンズに見られる歪みを排除した映
像を撮影することができます。

これらのセンサが、現場で発生している事件や事故を中
央システムにライブで通信し、かつ良好な接続を維持するた
めには、M2M（Machine to Machine）ネットワークを構築
する必要があります。これにより、センサはネットワークに
動的に追加または削除することができます。

このように、ユーザーサイドで分析が追加・削除できる場
合には、アカウンタビリティの強化が必要になります。さま
ざまな機関の担当者が必要な情報にのみアクセスできるよ
う、アクセス制御管理機能を配備する必要があり、この機能
を使ってデータにアクセスできるアカウントの認証・追跡を
実行します。ユーザーは必知事項についての情報を受信す
ることができます。

また、セマンテックWebベースのリスクモデルを利用した
システムでは、サイバー情報の理解が試みられました。この
システムは前もって定義されたリスクモデルに基づいて情報
を監視し、それぞれの機関が注意を払うべき状況であるか
どうかを識別します。

最後に、全てのデータを関連付け、全体像の把握を可能
とするために、弊社のコンソーシアムでは地理空間視覚化プ
ラットフォームの開発を行いました。統合された情報を大画
面で表示し、指揮センターのオペレータが即時に状況を把
握できることが重要です。

6.	性能の向上

システムが稼働し、地上センサが関連省庁への情報送信
を開始するようになった2013年末から間もなく、この実証
実験の成果が顕著に表れてきました。

街中監視では、事件・事故の早期検出の可能性が明らか
になり、映像分析は、週末の人混みでひったくりなどの犯罪
の検知に役立っています。また、カメラの撮影範囲内で起き
る喧嘩なども容易に発見できます。映像分析によって、攻撃
的な行動とともに特定の動きが喧嘩の兆候として検出され
ますが、更にこのシステムは、音響分析を使って、怒りまた
は苦痛によって誰かが叫んでいるのか泣いているのかも判
断します。

これにより、状況に対応する警官にとって不可欠な情報
が提供されることになりました。しかしこのシステムはそれ
だけではなく、渋滞や道路の封鎖など、交通の流れに影響
を及ぼす可能性のある地点を自動的に検出します。そして、
関係省庁に警告を発し、救急及び保安の両機関に現場の
状況を可視化した地図情報を提供します。各機関の人員が
現場に向かう際には、当該領域に出入りするための最良の
ルートをライブ情報で入手することが可能です。

これら全てを統合し、さまざまな技術を融合することに
より、これまで以上に多くの情報を把握することが可能とな
り、指揮管制が向上します。警官並びに指揮官は膨大な情
報に圧倒されることなく、それらのデータがより効果的に分
析・提示されることにより、危機対応能力が向上します。

これらの技術は他の場面でも利用されています。顔認識
や映像分析の技術により、徘徊などの行動を検知すること
ができます。警告を受けた警官は、必要であれば同様の事
象が繰り返し発生していないかを確認することができ、例え

表　NECコンソーシアムの提供するテクノロジーと
ソリューション

NEC 音響分析
サイバー情報監視システム
端末正当性検証機能
省庁間情報ガバナンス装置

センサノート
映像分析
映像否認防止

ESRI
FORCE 21 ビデオカメラ

映像管理システム
G element 3D 状況視覚化
Greenfossil 省庁間情報ガバナンス装置
iOmniscient 音響分析

匂い分析
ビデオカメラ
映像管理システム
映像分析

Oracle イベント処理プラットフォーム
データベース

ZWEEC Analytics 音響分析・捕捉システム
半球形カメラ（ヘムカム）
映像分析

ベンダ テクノロジー・ソリューション

M2M ゲートウェイ

ArcGIS プラットフォーム
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ばある集団が重要施設の周辺などを常習的に徘徊していれ
ば、なんらかの犯罪の可能性があるとして、それらの人物に
要注意のフラグを付けることなどができます。

最先端の映像分析では、疑わしい人々だけでなく、放置さ
れた不審物を検知することも可能です。例えばある人が駅
でスーツケースを放置すると、システムはそれ以前の映像記
録を分析し、スーツケースの置き去りに関連した人々をリスト
アップすることができます。更に、システムは顔認識と着衣
認識の両方の技術を利用して、撮影されている映像内で対
象人物が最後に捉えられた地点を表示していきます。

シンガポールの実証実験は、国家公安サービス以外の機
関でも大きく貢献しています。放置物を検知する技術は、あ
る物体がなくなっていないかの監視にも利用できます。例え
ば、当局はゴミ箱などの窃盗を確認することができます。ま
た、同システムは特定の範囲内にいる群衆の検出が可能で
あり、各機関ではこの情報を有効に利用してきました。群衆
が存在するということは、一般的にはごみも多く清掃が必要
ということを意味しています。仮想的なフェンスを設定した
エリア内で混雑度合があらかじめ設定した閾値に到達する
と、関係職員に警告が発信され、職員は清掃クルー派遣の
是非を決定することができます。

同時に、交通当局では少し異なるシステムを利用して、道
路上の自動車を監視して渋滞が起きているかを確認してい
ます。このシステムは交通量の監視だけでなく、主要道路上
の自動車の走行速度を監視することも可能です。また、既に
運用しているリアルタイム交通レポートも取り込むため、非
常に便利なシステムです。同時に、情報の融合により、地理
情報システム（Geographic Information System：GIS）を
使った状況認識も可能にしました。

更に、セーフシティプロジェクトの恩恵を受けるもう1つの
機関に、シンガポール水道局があります。先進の映像分析
により、国中に配置された多数の排水路の水位が事前に設
定された値に達したかどうかを検出できます。水位がこの
設定された高さに達すると、職員に警告を発し、職員は洪
水が迫っているかどうかを判断してその地域近辺の人々に
適切な警報を送信します。

最終的には合計20種の解析技術が実証実験で使用され
ました。顔認証技術で1日に検出された顔の数は37万に及
びました。群衆の行動は75％の確率で正しく検出され、混
雑度の推定は80～90％の確率で正確でした。

7.	情報の理解

しかし、担当の警官や職員がタイムリーに情報を利用でき
なければ、これらのデータは何の意味も持ちません。弊社
のコンソーシアムと他のチームとの違いは、我々はデータを
理解するための分析力を有すると同時に、データへのアクセ
スを監視する先進の管理システムを備えているという点です

（図2）。
最もベーシックなレベルでは、リモートセンサ分析が喧嘩

などのトラブルの検知、放置物の検知、群衆の検出などの一
次データを整理します。

セマンテック分析は、これらにユーザーの領域知識を付
加することによってデータの理解を促進します。また、オン
トロジーベースのリスクモデルを利用してパターン分析を行
い、発生する可能性のある事象やその結果を予測するため
の推論を行います。

次にこの知識を、トレンド、リアルタイムイベント、内容及
び空間解析を含んだ都市マップはまた3D構築モデルで提
示します。ESRIのArcGIS及びG elementのNUCLEUSに
基づいたこれらの可視化ツールは、迅速かつ効果的な意思
決定を可能にします。

最後に、弊社の「Multi AGencies, 1 Concert（MAG1C）」

図2　NECの関係機関連携の枠組

情報管理

状況認識

セマンテック分析

リモートセンサ分析

機関A 機関B 機関C

安全・安心な暮らし

シンガポールにおけるより安全な都市「セーファー・シティ」の構築

76　　NEC技報／Vol.67 No.1／社会の安全・安心を支えるパブリックソリューション特集



関連URL
NEC Public Safety Portal
http://www.nec.com/safety

執筆者プロフィール
Paul Wang
Global Safety Division
CTO、Head of Strategy & Management

Kang Wei Woo
Global Safety Division
Technical Director

See Kiat Koh
Global Safety Division
Leader for Inter-Agency Collaboration 
Business

の機能を使い、アクセス権によって情報を保護しながら各機
関が必要な情報にアクセスすることを可能にします。これに
より、ある状況で複数の機関が協働している場合、必知事項
に応じて各機関が1つのデータ集合へアクセスすることがで
きるようになります。

8.	むすび

シンガポールの実証実験からは、多くの教訓を得ることが
できました。その1つは、全ての関連機関が利用できるプラッ
トフォームを備えることの重要性です。それにより、さまざま
なデータやセンサから得られる情報を理解することができ、
各機関がその恩恵を受けることができます。同時に、これら
の取り組みは、セーフシティソリューションがシンガポールの
直面する問題の多くに対応できることを立証しました。

シンガポールのようなケースでは、都市の安全と安心を保
証するという重大な作業に携わる各機関の要求に対応でき
る準備と経験をテクノロジーベンダが備えていることが、プ
ロジェクトで最も重要になりえます。本実証実験の期間を通
じて、弊社はシステムの詳細な項目についても改善に努力を
惜しまず、既存のシステムとも適切に動作することを保証し
てきました。

これまで数十年にもわたる各国政府との協働により、弊
社はこの分野で高い評価を得てきました。先進バイオメトリ
クスやMAG1Cなどの最先端の革新技術を基に、コンソーシ
アム参加企業のテクノロジーを統合し、最新の技術によって
未来の都市がいかに安全と安心を保全できるかをこの実証
実験を通じて示すことができました。

＊ArcGISはESRI の登録商標です。
＊NUCLEUSは、G elementの商標または登録商標です。

安全・安心な暮らし

シンガポールにおけるより安全な都市「セーファー・シティ」の構築
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